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令和5年度

第2回定例会

須田こうへい　プロフィール
◇神奈川県議会議員（旭区選出）・・・29、722票で2期連続トップ当選
◇立憲民主党・民権クラブ　
◇早稲田大学商学部卒業 / 巣鴨学園卒業　◇南本宿町在住
◇元・江田憲司公設秘書、古賀茂明Forum４メンバー
◇コンサル会社を経て、輸入車ディーラー取締役。後に保険代理店代表。
　民間経営者×秘書経験の「現場力」

                     　　

◇政治信条：「公平・公正でクリーンな政治」
　　　　　 「改革はするが、戦争はしない」
　　　       「政治は社会的弱者のためにある」
◇南本宿町在住/PTA会長/元横浜市青少年指導員

〒241-0022  旭区 鶴ヶ峰２－９－１１ ビッグフィールド２F-2
TEL：045-444-9444　FAX:０４５－４４４－９４４５

E-mail:sudamame.net@gmail.com
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29，722票のご期待をいただき、2期目の県政改革へ

　29，722票を頂戴し、2期目を務めさせていただくこととなりました。公職選挙法上、選挙御礼挨拶は禁
止されているところでありますが、地域の皆様のご付託を重く受け止め、今後の県政改革に一層邁進し
てまいります。
　1期目の任期も令和5年4月30日まで残っており、引き続き、全力で政務活動にあたってまいります。
1期目の主要公約として掲げました、「横浜へのカジノ誘致にNO！」「神奈川（横浜）の中学校給食に
YES！」の両政策は、カジノ誘致の是非を決める住民投票実施を求める署名活動や、その後の横浜市

▲水野参議院議員、大岩市会議員候補、青柳県連代表と

長選挙を通じ、実現することが出来ました。2期目にあ
たっても、地域の皆様の声を政策の原点とし、「ボトム
アップの民主主義」「草の根民主主義」を実践・実現
してまいります。

黒岩知事に対しては是々非々で
　立憲民主党は県知事選に対しては自主投票と整理
しました。私個人は、黒岩知事が選挙戦で掲げられた
「デジタルで人にやさしい社会」は、かねてより須田こう
へいが提言する、「”誰ひとり取り残さない社会”を実現
するためのDX（デジタルトランスフォーメーション）」と
相通ずるものがあり、一票を投じる意思でいたところ、
不倫騒動が報じられ、自省を促す意味で白票を投じま
した。是は是、非は非の立場で知事と向き合います。

届出順 候補者名 22:00 22:30 23:00 23:30 最終結果
1 いそもと桂太郎 0 500 4,500 24,500 24,623
2 こうの勝 0 0 3,500 8,000 8,361
3 吉沢リョウト 0 0 3,500 6,300 6,338

4 須⽥こうへい 0 500 4,500 29,500 29,722
5 おのでら慎⼀郎 0 500 4,500 17,500 17,870



ご意見お待ちしております!  Fax:０４５－４４４－９４４５
お名前：
                  
お電話/ 携帯:

ご住所：

　地元では交通安全のため、横断歩道の設置など、地域の声を
届ける活動に力点をおいております。警察行政や高校等の教育
関連も神奈川県議会の所管となります。皆様の声をいただき、神
奈川県政に反映させるべく、しっかりと届けてまいります。
地域でのお困りごとはもちろん、国・県・市の連携で国政や市政

へのご要望にも向き合ってまいります。

地域の声を県政に届けます。 ご意見をお寄せください！

コラム︓神奈川の明⽇に種をまこう︕
 須⽥こうへい事務所は新任期を迎えるにあたり、事務
所スタッフ（政務活動員）の新メンバーを募集しており
ます。政治へのご関⼼がある学⽣さん、⾃治会・PTA等
でボランティア活動をされていた⽅など、ぜひお問い合
わせください。
 特に、選挙前にしか街頭活動をしない議員が多いこと
については問題意識を持っており、広報・広聴活動の強
化に向け、早朝の街頭活動や地域の訪問活動（要︓普通
⾃動⾞免許）をお⼿伝いいただける⽅を募集しておりま
す。須⽥こうへい事務所では政務活動費もスタッフに全
て公開し、会計作業を共に⾏っています。公平・公正で
クリーンな政治を実践・実現してまいります。

立憲民主党・民権クラブ会派の目指す共通政策

今宿の横断歩道の陳情
に対応いたしました。⇒

1. まっとうな政治を取り戻す　◇利権やムダの排除　◇行政の見える化　◇あくなき行財政改革　◇議員自ら身
　を正す改革　◇公民共創の推進　◇NPO等に対する寄附金控除の拡大

2.物価高に負けない経済政策　◇賃金アップ　◇増税ありきの防衛費増は認めない　◇中小企業の事業強化/
　転換支援

3.社会が支える子育て支援　◇教育費の軽減（給食費無償化、県外私立高校通学者への学費補助、給付型奨学金
　強化） 　◇保育/教育の質の向上　◇フードバンク・子ども食堂の普及 　◇パパ育休促進 　◇こどもの権利条
　例の制定　◇一時預かり施設の拡充

4.コロナから社会的弱者を守る
◇ワクチン、医療の公費負担の継続　◇高齢者の感染対策　◇セーフティネット強化

5.働くひとを全力支援　◇非正規社員の待遇改善　◇ハラスメントの根絶　◇働き方改革　◇通勤ラッシュ緩和
　　◇エッセンシャルワーカーの待遇改善/人材確保　◇創業、事業承継の支援　　◇公契約条例の制定

6.高齢者がいきいきと暮らせる社会 ◇高齢者の足となる移動手段　◇老人ホーム（特養）の入居待ち解消　　
　◇介護人材の確保　◇認知症対策　◇地域コミュニティの強化

7.障がい者が暮らしやすい環境づくり
　◇バリアフリーの強化　◇インクルーシブ教育の推進　◇賃金アップ/雇用機会拡充

8.どこよりも安全・安心の暮らし　◇急傾斜地防災工事の推進　◇津波高潮対策　◇防犯カメラ設置支援　
　◇特殊詐欺対策　◇日米地位協定の見直し　◇鳥獣被害対策

9.再生可能エネルギーの推進　
　◇脱原発　◇エネルギーの地産地消で地域の活性化　◇新エネルギー産業の創出

10.多様な生き方を認め合う社会
　◇ジェンダー平等社会の実現　◇ヘイトスピーチ撲滅　◇パートナーシップ制度の推進　   ◇ペットとの共生
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